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早
川
町
の
道
祖
神
祭
り
の
祭
日

(
一
月
一
四
日
)
に
合
せ
て
取
材
に
訪
れ
ま
し

た
。
町
内
の
道
祖
神
に
は
ヤ
ナ
ギ
が
立
ち
、
注

連
縄
(
し
め
な
わ
)
と
御
幣
つ
」
へ
い
}
が
懸
け

ら
れ
て
、
華
や
か
さ
在
ま
と
っ
て
い
ま
し
た
。

ヤ
ナ
ギ
が
遺
〈
が
ら
見
え
る
の
で
、
道
祖
神

が
ど
こ
か
、
す
ぐ
に
判
り
ま
し
た
。
ヤ
ナ
ギ
も

地
区
ご
と
に
作
ワ
方
が
遭
っ
て
い
ま
す
。
今

ま
で
は
ド
ン
バ
ト
焼
き
も
一
緒
に
行
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
置
近
は
正
月
飾
り
を
ま
と

め
て
お
く
だ
け
で
、
火
祭
り
は
し
立
い
所
が

ほ
と
ん
ど
の
よ
う
で
し
た
。

町
内
の
道
祖
神
は
双
体
、
丸
石
、
あ
る
い
は

裳
-
礎
工Uた
け
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
.
丸
石
の
も
の
は
比
較
的
新
し
い
時
代
の

よ
う
で
す
。
作
っ
た
時
期
の
判
る
も
の
は
二

体
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
双
体
の
も
の
で
天

今
回
は
、

k

早川集者喜にある天明元年(1 781) の双体遺

祖神.集落では「湿る〈縛」と呼ばれてい

る.吉慨に'"お地蔵織もある.

明
元
年
(
一
七
八
ニ
、
こ
れ
が
恐
ら
く
町
内

で
一
番
古
い
も
の
で
し
ょ
う
(
写
真
右
上
コ

も
う
一
つ
、
基
礎
だ
け
が
残
っ
て
い
る
も
の

は
文
化
一
二
年
(
一
八
一
五
)
と
刻
銘
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

五
箇
地
区
に
は
基
礎
た
け
に
な
っ
た
も
の

が
多
い
の
で
す
が
、
正
面
に
扇
形
の
額
を
浮

彫
り
に
す
る
と
い
う
共
通
の
意
匠
を
持
っ
て

い
ま
す
。
隣
の
旧
中
宮
町
(
現
身
延
町
)
に
も

似
た
よ
う
な
意
匠
が
あ
り
、
何
か
広
範
な
動

き
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
.
山
梨
県
で

は
明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
年
に
道
祖
神
祭
り

で
の
騒
ぎ
を
弊
習
と
し
て
県
の
命
令
で
禁
止

し
、
ま
た
明
治
五
年
に
は
道
祖
神
廃
止
令
在

布
告
し
、
そ
の
結
果
甲
府
立
ど
で
道
祖
神
祭

り
が
廃
絶
し
て
い
ま
す
。
早
川
町
域
が
ど
の

く
ら
い
そ
の
影
曹
を
費
け
た
か
、
は
っ
き
り

と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
基
礎
石
だ
け
に

立
っ
て
い
る
道
祖
神
は
本
体
を
こ
の
時
に
廃

棄
し
た
か
、
ど
こ
が
に
埋
め
て
隠
し
た
ま
ま

忘
れ
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
.

事野愈集落のヤナギ

鳳径集落のヤナ

ギ.火の見織の

下に遜祖"が杷

られている.

丸百の道祖神(早川，帳簿)

主から，.袋.簿.泡之上集

落、初坪集落の温祖II. いず

れも基礎石のみ.得卸の.礎

石にI草、文化 12年 (1815)

の銘文が残る.



石繕型の5・@繕.左から保集落.笹走II奮のもの.

保の庚申繕凪基礎に三援が剣まれてL喝.笹走

のE貧困伊繕，;<. r予告駅天王』と刻まれている.両面盆

剛，.零釈天の使者といわ才、特に811宗で隠帝京

支をE健闘伊繕の主・にすることがよ〈ある.

両面金目M・の剣まれている廃車繕.塞から京ヶ島集落.草温療活 新.集嬉のもの.

京"島の庚申悠凪育面盆剛・の下に三"が見える.

大島築現EのIll'"篇.三a院がしっかりと撮ってい

る. (鉱大宅III その土には「廃車Jの字も見える.

こ
う
し
礼
と
ラ

@
庚
由
γ
塔

庚
申
待
は
、
三
戸
の
虫
が
体
か
ら
出
て
天

帝
に
告
げ
口
に
行
か
な
い
よ
う
に
、
一
晩
中

寝
ず
に
過
ご
し
日
の
出
在
待
つ
と
い
う
庚

辰
の
日
の
民
俗
行
事
で
す
。
庚
申
塔
は
そ
の

記
念
碑
で
す
。
い
ま
早
川
町
で
庚
申
待
に
関

す
る
行
事
穿
」
尋
ね
て
も
、
憶
え
て
い
な
い
と

い
う
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
町
内
在
廻
る

と
、
意
外
に
も
茜
地
区
に
一
つ
は
必
ず
、
と

い
っ
て
よ
い
位
に
庚
申
容
が
見
つ
か
り
ま

し
た
.
記
録
に
も
記
憶
に
も
残
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
江
戸
時
代
の
早
川
町
域
に
は
庚
申
慣

仰
の
盛
ん
な
時
期
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
.

形
は
庚
申
待
の
本
尊
で
あ
る
青
函
童
剛

像
を
半
肉
彫
り
に
し
た
も
の
が
三
基
、
四
角

い
石
塔
に
「
庚
廟
」
と
刻
銘
し
た
も
の
と
-
一
一

績
の
部
分
だ
け
残
っ
て
い
る
も
の
が
各
一

基
で
す
.
他
に
も
地
元
の
方
が
「
庚
申
さ
ま
」

泊之上集落にある寛延3'手( 1750) のE提

唱省.蓋の花を持コた霊篠宮の獲が鋼ま

れている.

と
呼
ん
で
い
る
聖
観
音
像
が
一
基
、
『
事
勧

繍
南
無
帝
釈
頁
王
」
と
彫
っ
た
も
の
が
一
基

あ
り
ま
し
た
.
聖
観
音
も
帝
釈
天
も
庚
申
待

ち
の
本
尊
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ

も
庚
申
塔
に
吉
め
て
よ
い
で
し
ょ
う
.
雨
畑

地
区
に
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
今
回
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
.

庚
申
培
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
年
代
の
判

る
も
の
は
一
基
だ
け
で
し
た
.
江
戸
時
代
に

は
元
文
五
年
=
七
四

O
)
と
寛
政
一
二
年

(
一
八O
O
)
の
二
回
、
庚
申
信
仰
の
流
行
し

た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
(
ど
ち
ら
も
干
支
が

庚
申
で
す
)
が
、
年
代
の
判
る
そ
の
一
基
は

寛
延
三
年
三
七
五

O
)
で
、
ど
ち
ら
に
も
当

り
ま
せ
ん
.
他
の
も
の
は
畏
年
の
砂
壊
や
菖

に
覆
わ
れ
て
、
銘
文
が
あ
ま
り
よ
く
読
め
な

い
状
態
で
す
の
で
、
い
つ
唱
と
う
い
う
形
で

庚
申
信
仰
が
広
ま
っ
た
の
か
等
、
ま
だ
わ
か

ら
草
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
.
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日
本
の
仏
教
吾
派
で
は
、
宗
派
を
開
い
た

高
祖
や
中
興
の
祖
に
対
し
て
没
後
五

O
年

を
区
切
っ
て
遠
忌
と
い
う
法
会
を
行
い
ま

す
。
書
寺
院
で
も
関
山
な
ど
に
対
す
る
遠
忌

在
行
い
ま
す
が
、
高
祖
の
遠
忌
は
宗
派
全
体

に
関
わ
る
大
き
な
法
会
に
な
り
ま
す
。

日
蓮
宗
で
は
昭
和
五
六
年
(
一
九
八
二

に
日
蓮
聖
人
(
一
二
こ
こ
ら
二
一
八
一
一
)
の

七
百
遠
忌
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
早
川
町
内

に
は
日
蓮
宗
寺
院
が
多
く
、
遠
忌
を
記
念
し

て
建
て
た
揺
が
沢
山
残
っ
て
い
ま
す
。
早
川

町
の
ど
こ
に
行
っ
て
も
ほ
ぼ
共
通
し
て
み

ら
れ
る
石
造
物
で
す
。
数
も
多
い
の
で
、
早

川
町
を
代
表
す
る
石
造
物
と
言
っ
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。

早
川
町
域
で
日
蓮
大
遠
忌
塔
が
建
て
ら

れ
始
め
る
の
は
、
天
明
元
年
{
一
七
八
こ
の

五
百
遠
忌
か
ら
で
す
。
そ
れ
以
前
に
遡
る
も

の
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

面
白
い
の
は
、
五
百
遠
忌
の
塔
は
早
川
集
落

を
除
い
て
大
体
四
角
い
切
石
在
使
っ
た
石

塔
な
の
で
す
が
、
天
保
二
年
{
一
八
三
こ
の

五
百
五
+
遠
患
に
は
、
ど
の
地
区
も
自
然
な

石
の
形
を
活
か
し
た
準
を
建
て
て
い
る
こ

と
で
す
。
こ
の
間
の
人
々
の
、
石
造
物
に
対

す
る
感
覚
の
変
化
在
反
映
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

日
蓮
宗
以
外
の
宗
派
も
、
こ
う
し
た
遠
忌

に
ま
つ
わ
る
造
塔
を
行
っ
て
い
ま
す
。
黒
桂

集
落
に
真
.
亘
ホ
の
高
祖
空
海
軍
法
大
師
、

七
七
四
t
八
三
五
)
の
千
歳
忌
を
記
念
し
た

「
大
師
供
聾
塔
」
が
あ
り
ま
す
。
天
保
五
年
(
一

八
=
一
四
)
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

自然石型の五百遠忌繕(早川集落寓ゆ寺}

自然石の形を活かした遺忌繕.左から藁袋集落円

立寺の五百五+遠忌省担之上集落壇上寺の五百

五+温忌構、鳳径集落の弘滋大師千慮忌構.

切石を使った遺忌理署.左から溜之上集落温上寺の五百遠忌構、保集落室

乗寺の五百適忌思高佳集落・常蔵寺の五百遺忌繕.

茂窟集落 妙草寺門前の遠忌繕群.手前の濡は六百遠忌

(明治 14年)、その左は五百五十遠忌[王保 2年)の眠



⑪
そ
の
油
代
の
戸
積
物

こ
こ
ま
で
町
全
体
在
見
渡
す
こ
と
で
意

味
の
わ
か
る
も
の
を
取
り
あ
げ
て
き
ま
し

た
.
こ
こ
で
は
、
数
は
山
Y
な
い
が
一
つ
一
つ

大
事
立
歴
史
を
刻
ん
だ
石
造
物
を
み
て
み

ま
し
ょ
う
。

茂
倉
七
面
宮
の
石
段

茂
倉
地
区
の
南
に
面
し
た
山
裾
に
七
薗

宮
が
あ
り
ま
す
.
拝
殿
に
登
る
石
段
の
左
の

袖
石
に
、
文
化
九
年
(
一
八
一
二
)
の
銘
文
が

刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
.
現
在
の
七
面
宮
は

司
早
川
町
箆
』
で
慶
応
元
年
(
一
八
六
五
)
建
立

と
さ
れ
て
い
ま
す
.
袖
石
は
、
こ
の
場
所
が

も
っ
と
古
く
か
ら
お
堂
の
置
か
れ
る
場
所

に
立
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
.

a・集落の七直宮と石段.石段の袖石(写真田には

文化 9盗事の年寄が淵まれている(点・の内副.

赤
沢
の
道
標

事
沢
地
区
の
江
戸
屋
旅
館
の
前
に
一
群

の
小
さ
な
石
塔
が
あ
り
ま
す
.
そ
の
中
に
あ

る
「
向
左
七
面
白
遭
」
「
右
早
川
入
口
塑
を
指

し
示
す
道
揮
は
、
+
都
沢
青
年
同
志
会
が
建
て

た
も
の
で
す
.
明
治
末
期
の
地
方
改
良
運
動

を
受
付
番
地
で
結
成
さ
れ
た
青
年
団
は
、
他

地
場
の
人
へ
の
奉
仕
と
し
て
道
路
盤
備
や

道
徳
股
置
を
行
い
ま
し
た
.
蔀
沢
地
区
で
も

若
者
が
同
志
会
在
結
成
し
、
戦
前
の
あ
る
時

期
に
七
面
山
書
詣
者
の
た
め
に
建
て
た
も

の
で
し
ょ
う
.
い
ま
は
昭
和
三
九
年
開
通
の

町
道
の
芳
ら
に
建
っ
て
い
ま
す
が
、
も
と
は

旧
往
還
の
ど
こ
か
に
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
ま

す
。

今
回
は
、
早
川
町
在
広
く
見
渡
す
こ
と
で

何
か
見
え
て
く
る
こ
と
は
な
い
か
、
と
衰
え

立
が
ら
取
材
し
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
銘
文
を

じ
っ
く
り
と
臨
む
こ
と
で
わ
が
る
こ
と
は

ま
だ
沢
山
あ
り
ま
す
し
、
町
に
は
紹
介
し
き

れ
早
か
っ
た
大
事
な
石
造
物
が
ま
だ
沢
山

あ
り
ま
す
.
ま
た
近
年
、
い
ろ
い
ろ
草
所
で

盗
難
や
破
壊
在
費
け
る
石
造
物
が
増
え
て

い
る
と
も
聞
き
ま
す
。
こ
れ
ら
右
造
物
が
こ

の
先
末
長
〈
町
の
財
産
と
し
て
親
し
ま
れ
、

続
品
解
か
れ
、
伝
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
心

が
ら
望
昂
ま
す
。

七面山参磁の&地であった憲沢鍋簿の温棟. r向左七面

白晶と観める(湾関右)."..右，. r赤沢青年同志*J と
餓み取れる.

.し 1;1: 1)地蔵

京ヶ島常昌院の門前

にある.周ぃ・や録し

物をするときに石仏

を縄で縛って鳳をか

lずる民俗，.、温之上や

爾畑にも伝わコてい

る.

-宝竜寺の三尊石

ただの丸石に見えるが、良〈見ると

党字で阿弥陀三・が修られている.

-路傍の六地蔵

軍橿京ヶ島への欄ロにある六地霞.明治
24 年 (1891)に建てら'"もう 120 写も道
行〈人々を見守っている.

.茂'の辻の石仏群

園王神社の闘の辻に置かれた石仏や石浴に

1広大日如来や二十三夜待省伝ど他の地区

ではあまり見られはい種鎮の石途絶がある.



アカショウピン、オオルリ‘キビタキ、クロツグミ .纏高差

のある早川町、多織与環演があるから出逢える隆々Z主要島をガ

イドおすすめの・所で観療します.
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封 lI!/中学1以ー
多加費/21 ，B∞円 /1 名(校込け
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/'4 ,5 rモリアオガエルの不思議に迫る旅J

~モリアオガエルって知ってる?-

初置の夜、倒よで泡に包まれた卵を産卵するモリア考ガエル.そ

の生惣や生息環境、他の生きちのとのつ怠がりを探ります.貴重鉱

産卵シ ンの観療にも築関します.

目隠/6 月 4 日 t土1 、 5 E(..
対象/小学生以

.却費， 11. 冊。円山名(稜込の}
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4/ rパート・ド・ヴヱール技法で作る

/2-24 小さなガラス遠 J

Jてート ドヴェ ルと I~ 、 20 世紀初頭にフランスで厳った口

マ時代以前の古代ガラス主義溢.今回"、アクセサリ 、ボタン小さな

カードスタンドの 3 種類の中からー種須を遭んで作るガラス体鹸教

室です.然い作娘、危 Zよい作.，，-切あワまぜん.小学生以上の方な

ら、ど広たでもご参加頂けます.

向容/ガラス体験教室
日時 /4 月 2 日(土)...... 24 目(目)

13:00......16:00 の嗣 3 時間

定員/目 4 名まで

※聖予約(グル ブでお申し込みの
場合ほ 1 週間前までにご予制下さい)

体献料 /3 ，500 円(体般後、鴎師が仕上げ加工
をしてお送りします)

地元密着の店

膏陽書祉スーパー岩田屋

5月贋示室は

rやませみ倶楽部/野鳥写真島
峰週，，.

』

昨年に引き続き.やまぜみ倶楽節の

皆さんによる.美しい野島遣を主宰した

力作の数々を展示激します.

'普段、じっ〈り見ることの出

来ない鳥遣のー闘の盗が雪

輿を過してじっく 'J ご覧頂

けます.

，.真展との問時開催とし

て、野鳥公園の専門放が、皆

さんに鳥途の事を色々鍛え

てくれる企箇もあります 1

写川 :1" 描化財団

"ラリ本ゴン

早川 草喧湿県

問い合わせ先「はやかわ劃造空間 COCOROTOJ
住所山縦県南巨摩郡早川町保 1525 同瞳火曜定削

aM:0556-45-2770 E制"α 間間関@明暗 αm

日本建露骨プロフヱツシヨナル

望月工務店
平409- 2713 山東県商巨/II'"早川町保 1792

τ'EL 05 56- 45-3016 FAX.055&45-266l(I.>
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地球のかけらで宇宙を錨く

小番今締個展「宇宙賛歌~ CosmicIntuitiveA内 ~J

地支まのかけらともいえる王然石 員鮫

植物など自然物を使い、園内外に作品を発

表する現代ア 卜作家、小番今絡につがい

きょうと)丘がマチ工 ル{繁材)に雨焔視の

粉を使用し、強特の世界を表現しています.

硬だけではない、南姻輿石の新た怠魅力を

鑑賞されてはいかがでしょうか.

会員 I， ~.a硯の里硯匠疋，矛

期間 4 月 1 8t 金) .......17 日{日
跨聞 /9 田-17 ∞(畳終日ほ 15:)() ま W

PI ・""入館科/般 2凹円、中高大学生'∞円

'J' 学生以下集碍

聞い合わぜIt'硯匠庵 JIX ・定保}
事写 l 住所山裂県南巨摩事早川町爾姻 701 竃ui ;055&45-2210

j!;'17

ヴィラ雨畑

宜住用量天風呂リニューアル!

女2・の・天風呂が改修工・が鈴わり.ご
入港いただ lするようになりました『警の心

地よい凪を受付容がら、きれいな夜空を暖

め怠がら、軍天風呂でゆ っくりしてほい

かがでしょうか.

昆場

酬を.....

∞(本.定休 I

問い合わゼ先『ヴィラ雨畑 J
住所 山，良県南巨摩郡阜川町南畑 6回

竃Ii!i ;0556-45-2213

町営奈良国の里温泉浴槽がリ二ユーアル!

温身慢の肉郁が改装され、 3 月 26 日より

轡集を再開しました l ヒノキの浴綱も新

しくなり、その香 'J も相まコて.しの雰

圏気も一段と憎しています.施 E会内にあ

る食盆「こんぼうす」も曽集を再開してい

ます.

とろっとした温療にゆっ〈り入って、

おいしいものを食べれば、心も体も大満

足岡温い怠し.

れ

た

!

阜

で

綜

う

ら

っ

「

「

J

h

ご

喝

旨

l

司

U

，

d

た

創

L

a

t

高

L

-

-
引

l

\で

し

は

社

刊

品

川

ー

一

一

日

一

白

町

掛

町

向

次

抑

止

と

川

町

町

四

祖

財

ま

の

に

土

抽

ぜ

よ

民

u

z

u

道

正

し

担

う

で

ら

レ

一

J回

当

ι

・

て

塵

よ

比

か

ブ

一

回

集

が

T

月

杓

つ

て

白

川

中

止

X
崎

明

『

嚇

哩

ナ

な

加

に

m

w由

華

一

ィ

遭

侵

す

醐

d

Vう

'

'

'

音

山

一

吋

鈎

圃

喧

革

問

炉

川

町

，

i

M畑

一

価

比

山

町

一

一

咽

南アルプスふるさと活性化財団

麗の直売所&手づ〈りハム工房がオーブン 1

車場鰻穏にあったハム工

場が修医し、保集落の財図

直売所の僚に新 a愛されまし

た!窓If大き<.町の特産

品であるハムはどを作って

いる梅子が見えるように

怠コています.

また、手づ< 'J ハム工房に

先立ち、昨年 12 月に・の直売所もリニュ ア!P I ブン.カ

フェ 「α阿~&伎町四日"も省略慢しており、コ ヒ や寝食をお

楽しみいただけます.土、目、彼自も開店していますので、遺末

に恩/I Iにお魁しの廠，..是非泡立ち寄り〈ださい 1

.の直売所管銀時間 /9 凹-17 凹

l 聞い合わせ先「南アルプスふるさと活性化財団』
住所山製県南巨摩郡早川町早川町保 1236

電信 0556-45-2507

且占轟圃晶司副温猛畠園出面白幽画面温量 ι
例年 5 月 3 自に開催している早川山菜まつりですが、

3 月 11 自に発隼した東北地方太平洋沖地置における祖

災地の復興途上の為今年 l立中止とさせて頂きます.

怠お、イベント予算の一部を彼災地の復興に役立たさ

せて頂管ますので、ご理解 ご筋力をお願い致します.

問い合わせ先皐川町役喝撮興思電信 055&45-2511

II' 眠時間 /9;00-19 田(水・定休)

※ 12- 3 月は 18 凹まで

問い合わせ先「奈良田の里温泉」
世市山製県南巨摩郡早川町奈良国 486

・liS ;0556-48-2552

浜田屋商店
電話 0556-48-2311

早川町で感劃俸腫在

光源の里温泉 へJレシ一美里

南アルプス邑野鳥公園

:1'_笠ヱヱヱャヤ

ご予的指聞い古わゼ

TEU0556-48-2621
h1匹IIwwwhaya 恒咽唱曲"""""唱曲""

@
生命保険.・E・-験のこと~ら

樟式会社 さいとうヱージzンシ
tel.055-280-3360 句.x. 055- 280-3361

自風車庫売オートリースレンタカーのこと@ら

有限金社 S'T ・ E'P
tel.055-280-33 田

.

宕~4~・樟樋(有)
干409-3244

山梨県西八代'"市川三郷町岩間 2077

TEL0556-32-1003 FAX.0556-32-1004
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E25224目455Z733き詩宅配おります. http://shop.joryuken.net/同即時 l:
春の味覚といったらこれ l もちろん全て早川産 1

「山菜の詰め合わせ」

春在告げる貴べ物と言えば、そ

う、おいしい山車ですよね。年に一

度白山からの恵みです.早川由大

自然が育んだ山車由、香り高い風

味を味わってください i

王ぷらや和え物、お好きな料理

でお棄しみください.栽培晶で満

足されなかった方や、早川白山車

をまだ貴べた穆が偶い方は、ぜひ、

この機会にご注文ください I I

内容/5口 og 以よ※タラの芽コゴミコシアプラウドワラビ
ウコギ等の中から、時期に合ったもの 3-' 種類
をお送りします.

価格/通常 2，000 門会員 1 ，800 円+送料

発送/4 月下旬以降、主主順に尭送

締切/4 月 25 日(月)

※取穫量が気候や天候に左右されるため、全てのご孟文に対応でき

ない場合がございます.何寧お早めのご注文をお願い閉し上げます。

向容/ポポアイス 3個雨畑茶アイス 3個

計 6 個(笹 12伽内I)

価格/通常 1 ，800門会員 1 ，620円+送料

発送/注文順に順次尭送

※蹄切はありません。通年聖付中です l

|・ご注文・お問い合わせ先・ ※会員とは早川村タ ズクラブ及び問治人目上流文化圏研究所の会員のことです。 I

NPO 法人日本上流文化圏研究所(ゃまだらけ編聾部)

TEL.0556-45-2160(9:00-17:30) FAX, 0556-45-2268 E-mailsh 叩創 oryuken.net

注文者氏名住所、電自措号、お送り先氏名、住所、電"奮号、商品名、数量をご連総下さい.ファックス、メールの喝合、街り返しご連続いたします .3 日経つでも

連続がはい場合は、お手数ですが電信でお問合せくださ".支払いは、商品とー績に..'"・をお送りしますので、指定の盆砲楓関へお鍾込みください.

l送料 I~ 、全ての商品の畠本料金が、普通便 740 円で関西、中園、四圏、九州、東北、北淘唖 1<1:+ 100 円 -420 円かかります.

伽読者の声
・おかずみそのレシピ、爆しかったです.

皐々、大豆みそ、ふきみそ、にんにくみそを作

りました.便利ですね.保存食に飯高 l でも、

ご飯を食べ過ぎちゃって大るかな。(車庫枝市

K さん)

・ィカの腹わたに、みそ、みりん、ねぎ、それ

にイカの Eを剖んでいれて、ホイルの上に乗

せて焼くとおいしいです。(浜松市 M さん)

編集部おかず味噌、早速作ってみたという

声を多数頂きました。ありがとうございます.

取材以降、スタッフの各家庭でもヘピ口

テーションです.イカのおかず味噌は 海の

ない早川町では生まれてこないレシピです

ね。全国的あちこちに地元の素材を使ったお

かず味噌があるようです。主国おかず味噌選

手梅なんてのも面白いかもしれませんね。

・ 1ゃまだらけ編集部が入っている)日本上

流文化画研究所が「地域再生大賞 J の特別賞

に遺ばれたことを織しく思いました。(中略)

これからも、ますますのご活躍を祈っており

ます. (甲府市 N さん)

綱集古都 ありがとうございます，数名の方必

ら同織のおハガキを頂きました，これも町内、

町外から応揮して下さる皆織のおかげです，

早川の良さをしっかり守りながら、早川をま

すます元気づけられれるよう、引き続き檎

杯がんばっていきたいと思います.今後とも

ご協力よろしくお願いいたします! !

|・1~I=trtl ゃまだらけ .

47 号特集 (6 月上旬お届け)

「大工の親子」
早川町柳島集落にある望月工務店。棟

梁田望月敏崖は、町民からの慣頼も厚く、

町内各所の民家や寺社仏閣の修復、住宅

建股などを手がける大工である。そんな

止親を見て育った息子田恵文も、大工と

なり、文親とともに働き、控情を量み、そ

して仕穆を支えているa

，欠号で l立運襲という早川白文化を守

るために日々奮闘する大工由華、そして

早川で育った若者由華を追う.

支畑出版おすすめの鎗本 1

摩守3画豆コーι
トリコラスの逆襲
同とう'5~"'.""t:仇トリヨヲス仇
山仙山叫とトリ百四と山

るj r-t-'I"fJ' 5 …ーじゃJ

…町一一惜してい~OJJ:'~3….

四，.~閉{掛

目立研出陣EZ古島怒湾服部出

鉛筆の名作4!.!!b
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